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ヰ[f~骨の高さで lilij 空襲 iJ)傍j舟背部に各 4cm 大の主主支持童謡とお準防費lí機隣
綾鱗転誌に3cm大の球jち鰻磁を認めた. (手技}鞠骨鱗転籍と向犠に
脳会i¥亙r11切開にで腕骨f本部;両官接Jl1J骨弓を蕗出，第4助教脅上縁'のおき
で腕骨ワイヤーをJ設けて胸骨体部を欝;断‘右肋骨汚}:H~の南側のj詩軟
骨・を切離す与ることによってpJastronをtrapdoor1こして前縦掃を開放し
た.荷額jの傍総背部;の験場を締出.績関麟を切開して関践した後，右
手助認識、縞模範i転;吉gの経識を摘出した.plastronをワイヤーにて腕骨
を凶定し，皮j脅の強力を減じるため，左大j抱筋f支弁を作成し開館した.
手術i時間 150分，出血盆220m!.街i直後から呼吸運動態答をみとめる
ことなく経滋良好であった. (結語)1-許諾乾織の良好な視野が縛られる本
構式Li， 1予;縦鴇1t}発t誤jに対するi琴錦脅;正ψ切0¥こ枠うfi.t¥'換を@;援でき
るのみでなく， ili1闘に広がるi磁器の締出締にイイmと考'えられる.
